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毎年行っている学校が 24 校(50％)、2 年お
きに 1 回と答えた学校が 5 校(11％)、3 年お
きに 1 回が 4 校(8％)、4 年に 1 回以上の頻度




(92％)、一部の教員が 4 校(8％)であった。 
 
4)教員への心肺蘇生法の講習時間について 
講習時間が 30 分と答えた学校が 1 校(2%)、
45 分が 7 校(15％)、60 分が 22 校(46%)と最も
多く、90 分が 13 校(27%)、180 分が 4 校(8%)、










きに 1 回と答えた学校が 5 校（11％）， 3 年お
























毎年行っている学校が 24 校(50％)、2 年お
きに 1 回と答えた学校が 5 校(11％)、3 年お
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が 2 校(11%)であった。 
 
3 ）講習を行っている場合の対象について
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5 校すべて (100％)で 6 年生を対象に指導
していた。 
11)児童への心肺蘇生法の指導時間について 







































5 校すべて (100％)で 6 年生を対象に指導
していた。 
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5 校すべて (100％)で 6 年生を対象に指導
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5 校すべて (100％)で 6 年生を対象に指導
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5 校すべて （100％）で 6 年生を対象に指導
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5 校すべて (100％)で 6 年生を対象に指導
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5 校すべて (100％)で 6 年生を対象に指導
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予算化して ると答えた学校がわずか 1 校
(2％)であり、予算化する予定が 1 校(2％)、







間半が17校（31％）， 2 時間が 9 校（17％）， 3














































た学校が35校（65％）， 4 ～ 7 月が17校（31％），








































































































5,000 円/年と答えた学校が 5 校(15％)、1 万
円台/年が 7 校(21％)、2 万円台/年が 7 校
(21％)、予算なしが 10 校(29％)、話し合いに


















 55 校中有効回答数は 47 校であった。児童に
心肺蘇生教育を行っている学校の問題として






















円/年と答えた学校が 5 校（15％）， 1 万円台/
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 55 校中有効回答数は 47 校であった。児童に
心肺蘇生教育を行っている学校の問題として






























5,000 円/年と答えた学 が 5 校(15％)、1 万
円台/年が 7 (21 )、2 万円台/年が 7 校
(21％)、予算なしが 10 校(29％)、話し合いに
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 55 校中有効回答数は 47 校であった。児童に
心肺蘇生教育を行っている学校の問題として































55 校中有効回答数は 54 校であった。8 月の開
催を希望する学校が全体の 34 校(63%)、その内
















































































55 校中有効回答数は 54 校であった。8 月の開
催を希望する学校が全体の 34 校(63%)、その内






































































































































































て， 1 ）講習時間の確保， 2 ）AEDなどの教
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